














要約

 1988 年から 1991 年(4 年間)に山梨県において出生した多胎児は全国と同様な経年的増加

傾向をみせている。そこで 1988 年から 1993 年(6 年間)に山梨県に出生した多胎児につい

て、県内 64 市町村の母子保健担当の保健婦に対し第 1 段階のアンケート調査を行った。

アンケートは、多胎児の育児支援の現状を把握し、今後の望ましい育児支援のあり方を探

るとともに多胎児の概数把握を行い、第 2段階での多胎児の発育発達の追跡を目指してい

る。多胎児の保健指導を経験したした保健婦(市町村単位)は 84.4%であり、保健婦が感じ

ている多胎児家庭の悩みは育児に追われ負担が大きい、児の身体的問題、育児知識がなく

て不安、母親の健康などであった。ホームヘルパー派遣制度、育児者派遣制度などの公的

制度は皆無であった。双子、3 つ子以上妊娠時、出産時のリスクが高い場合は必要である

こと、育児者派遣制度もとくに 3つ子以上の場合は必要であることが分かった。ただし、

保健婦を介しての情報は親がいだいている悩みとは乖離している印象もあり、訪問追跡調

査の際家庭、地域のバックグラウンドを探る必要がある。

なお、対象把握できた多胎児は双子 628 人(314組)、3 つ子 27 人(9 組)であった。


